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記者のスキルアップなど（たとえば、花田・廣井, 2003; 黒田, 2005）―、後者には後者
に向けたアプローチを―たとえば、市民のメディア・リテラシー教育など（たとえば、今
































































































フェーベルを引いたバウマンの次の言葉に注視すべきである。“Peur toujours, peur partour”（不安が常
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震災 シンポジウム ２００５   災害報道 は 深化 したか   阪神 ・ 淡路大震災 から １０ 年 
シンポジウムタイトル 
 
震災報道 を 斬 る － そのとき 新聞 は － 
大震災報道 １ 年 － 新聞 は 被災者 の 力 になったのか － 
震災 を 追 い 続 けて － 新聞記者 と 読者 との 対話集会 － 
語 り 合 おう ４ 年目 の 震災報道 － 新聞 は   映像 は － 
語 り 合 おう 震災報道   ’ ９９ － 立 ち 上 がる 街   新聞 は － 
見 つめよう 、 震災報道 ２０００ － 今 、 新聞 は 何 を 伝 えるべきか － 
２１ 世紀   震災報道 － 教訓 を 生 かすために 、 新聞 は 今 － 
震災 ・ 災害報道 ２００２ － 被災地 を 結 ぶ 市民 と 新聞 － 
被災地 から 未来 へ － 震災 ・ 防災報道 ２００３ － 
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板垣（2011: p.66）をもとに抜粋した 
















































図-Ⅰ-3-1-① 一般的な通信システム （Shannon&Weaver, 1949=2009: p.64を一部改変） 
情報源 発信源 受信源 目的地 
雑音源 
信号 受信信号 メッセージ メッセージ 
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図-Ⅰ-4-1-① 減災の正四面体モデル （岡田・宇井, 1997を一部改変） 













































































































































































































































































































































































































































































































とが調査によって明らかになっている（今井, 2010; 石黒, 2013）。ガイ・ドイッチャーの著書には、数多


























































































     
    
図-Ⅰ-6-1-① メディア・イベントをめぐるリアリティの共同構築モデル 

















とカッツの「メディア・イベント」論であった（吉見, 1994; Dayan&Katz, 1992=1996; 池
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第７章 緊急報道の課題抽出（１） 

































































2010年チリ地震津波では、気象庁が最初に警報を発表（2月 28日午前 9時 33分）して
から解除（3月 1日午前 10時 15分）するまで、つまり、オフィシャルに警戒が求められて
いた時間は、24時間 42分であった。しかし、これをひとつの「メディア・イベント」とし
て捉えた場合、そのフレーム自体、異なったものとなる。ＮＨＫがチリで巨大地震が起き















伝えていた。放送上の警戒がすべて解かれたのは、3月 1日の午前 10時 15分 44秒だった。 
当該メディア・イベントの始点と終点を、指定公共機関であるＮＨＫの全国発信から捉え
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東洋信号通信社 （ ポートラジオ ） 
東洋信号通信社 （ ポートラジオ ） 
























30分間の放送枠である夜 7時のニュースを 1時間に拡大して、この日 1日の動きと今後の
注意情報を伝えることで、「もうこれで津波特番を終えても大丈夫だろう」と考えたという





















波関連の内容は合計 32％だった。これを Phase 1に限って見てみると、冬季五輪が 39％あ
るのに対して、チリ地震津波はわずか 4％だった（図-Ⅱ-7-5-②）。チリで巨大地震が起き 









   

















まず Phase 1では、2月 27日から 28日にかけての深夜帯、『パフォー・ダンス・スペシ
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表-Ⅱ-7-5-① 2月 27日午後 4時半の特設ニュース 
 
Ｑ）え、ではここで、ニュースをお伝えします。 
Ｑ）気象庁によりますと、きょう午後 3 時 34 分ごろ、南米のチリ中部沿岸を震源とするマグニ












Ｑ）気象庁によりますと、きょう午後 3 時 34 分ごろ、南米のチリ中部沿岸を震源とするマグニ





Ｑ）気象庁によりますと、きょう午後 3 時 34 分ごろ、南米のチリ中部沿岸を震源とするマグニ















       
図-Ⅱ-7-5-③ 情報発信元の出現頻度（回） （Phase 1の 2月 27日分） 










まり登場していなかった。まず Phase 1では、住民の姿は全く見られない。Phase 2になる
と、水門を閉める消防団員や避難を呼びかける自治会の役員、避難所に集まった住民など
の姿が登場してくる。そこで Phase 2における登場人物を、津波の第 1波が日本列島（南
鳥島）に到達した 2月 28日午後 1時台の 1時間に着目して分析したところ、人物の姿が画
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第８章 緊急報道の課題抽出（２） 


































奥村, 2011; 金井・片田, 2011）と酷似した事態が、被災地の随所で出現していた可能性
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No.3, No.5, No.6）であった。 
聞き取り調査において、地震発生直後の印象をたずねたところ、複数の聞き取り対象者
が、『ついに、あの宮城県沖地震が起きてしまったのかと思った』と回答した（Sample No.3, 
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聴者に印象づける「メタ・メッセージ」（Bateson, 1972=2000; 野村, 2008; 矢守, 2009a; 
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第９章 復興報道の課題抽出（１） 
































ことにした。以下、中国で 2008年 5月 12日 14時 28分（現地時間）に発生した四川大地
震（現地では、5.12汶川大地震という、M8.0、中国地震局発表）を例にとり、リアリティ
の動態を見ていく。 







筆者らは、災害発生 4日後（2008年 5月 16日）からの被災地取材を皮切りに、合計 10 
回に渡る現地調査をおこなってきた。その概要を表-Ⅱ-9-3-①に示す。また、日中両 
国における公刊物の収集、テレビ報道の分析なども実施してきた（たとえば、矢守・渥美・


















製の鶏＝“ケチ”）と名指しで非難されるようになった（富坂, 2008; 渡辺, 2008）。経済
的な格差に対する従来からの不満もあって、儲かっていると見做された外資系企業や国有
期　　間 内　　容 訪　問　先 参　加　者
2008.5.16.-5.25. 現地調査 成都、都江堰、綿竹など 近藤
2008.5.25.-5.29. 現地調査 都江堰、白砂村、砂湾村 渥美・矢守
2008.6.24.-6.29. 現地調査 成都、都江堰、綿陽、徳陽、北京など 近藤
2008.7.25.-7.26. 合同検討会 北京 渥美・鈴木
2008.8.18.-8.20. 合同検討会 成都 鈴木
2008.10.18.-10.21. 現地調査 成都、都江堰、什邡、建川博物館など 渥美・近藤・矢守
2009.3.7.-3.13. 現地調査 成都、都江堰、綿陽、北川、汶川、山岳地帯、什邡など 近藤
2009.7.11.-7.15. 現地調査 成都、什邡、北川など 渥美・近藤・鈴木・矢守
2010.3.10.-3.15. 現地調査 成都、建川博物館、都江堰、北川など 近藤
2010.4.9.-4.12. 現地調査 成都、北川、汶川、都江堰など 渥美
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図-Ⅱ-10-3-② キーワード「津波」を含む記事本数の推移 
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出した。その結果が、図-Ⅱ-10-3-③である。 



































































































































ごくわずかだった。しかしながら、『やみくもに被災地に入るのは危険』（3 月 18 日配信）、 
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活物資を送る」（33％）、「被災地外で支援」（26％）、そして「被災地でボランティア」は、
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第１１章 予防報道の課題抽出（１） 































































































































メディア 専門家 行政 住民









18.8 7.8 7.6 3.6
















29.3 32.7 9.5 28.5
メディア 専門家 行政 住民
5.622.9
43.1 28.4 16.8 11.7
32.6 44.7 17.2 5.5
34.0 43.4 10.6 12.0
55.2 16.3
登場 発話 登場 発話 登場 発話 登場 発話
1 2 1 4 4 1 2 3 3
2 1 1 2 2 4 3 3 4
3 2 2 1 1 3 3 4 4
4 2 2 1 1 4 4 3 3
5 3 2 2 1 4 4 1 3
6 1 1 2 2 3 3 4 4
メディア 専門家 行政 住民
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第１２章 予防報道の課題抽出（２） 
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番号 書　　　　　　　　　　　名 編著者名 発行年月 四川記述
手抜き工事 緊急援助隊 少数民族 情報統制 その他、主な内容
1 中国人の心理と行動 園田茂人 2001.02. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
2 「中国人」という生き方 田島英一 2001.03. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
3 中国報道の読み方 高井潔司 2002.03. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
4 中国経済　真の実力 森谷正規 2003.04. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
5 中国はなぜ「反日」になったか 清水美和 2003.05. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
6 中国語はおもしろい 新井一二三 2004.11. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
7 中国文明の歴史 岡田英弘 2004.12. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
8 多民族国家　中国 王　柯 2005.03. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
9 日中はなぜわかり合えないのか 莫邦富 2005.05. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
10 中国は社会主義で幸せになったのか 北村稔 2005.08. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
11 反日と反中 横山宏章 2005.08. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
12 ＢＲＩＣｓ　新興する大国と日本 門倉貴史 2006.06. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
13 日中関係 毛里和子 2006.06. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
14 「権力社会」中国と「文化社会」日本 王雲海 2006.06. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
15 中国10億人の日本映画熱愛史 劉文兵 2006.08. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
16 中国　大国の虚実 日本経済新聞社 2006.09. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
17 中国・アジア・日本 天児慧 2006.10. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
18 日中2000年の不理解 王敏 2006.10. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
19 「今の中国」がわかる本 沈才彬 2007.03. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
20 中国を知る　ビジネスのための新しい常識 遊川和郎 2007.03. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
21 新しい中国　古い中国 佐藤一郎 2007.03. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
22 中国雑話　中国的思想 酒見賢一 2007.10. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
23 中国を追われたウイグル人　 水谷尚子 2007.10. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
24 中国に人民元はない 田代秀敏 2007.12. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
25 「中国問題」の内幕 清水美和 2008.02. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
26 中国汚染　「公害大陸」の環境報告 相川泰 2008.03. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
27 これが中国人だ！ 佐久協 2008.05. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
28 不平等国家　中国 園田茂人 2008.05. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
29 日中「アジア・トップ」への条件 莫邦富 2008.05. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
30 「猛毒大国」中国を行く 鈴木譲仁 2008.06. 有 ○ ‐ ‐ ‐
31 中国が笑う日本の資本主義 跡田直澄 2008.06. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
32 「チベット問題」を読み解く 大井功 2008.07. 有 ‐ ○ ○ ○ ネット社会、核施設
33 変わる中国　変わるメディア 渡辺浩平 2008.07. 有 ○ ‐ ‐ ○ ネット社会、義援金騒動、ボランティア
34 中国人の正体 金谷・よしの・池田 2008.08. 有 ○ ‐ ‐ ‐
35 中国の秘密結社が共産党政権を倒す日 茅沢勤 2008.08. 有 ‐ ‐ ‐ ‐ 秘密結社
36 中国ビジネスとんでも事件簿 範雲寿 2008.09. 有 ‐ ‐ ‐ ‐ 法律専門職緩和
37 中国はチベットからパンダを盗んだ 有本香 2008.09. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
38 日本と中国　相互誤解の構造 王敏 2008.09. 有 ‐ ○ ‐ ‐
39 新しい中国人　ネットで団結する若者たち 山谷剛史 2008.09. 有 ‐ ○ ‐ ○ ネット社会、義援金騒動、五輪関連
40 加油（ジャアヨウ）・・・・・！　五輪の街から 重松清 2008.10. 有 ○ ○ ○ ○ 五輪、仮設住宅、PTSD、被災者の声、観光
41 ルポ　中国「欲望大国」 富坂聰 2008.12. 有 ○ ‐ ‐ ‐ 格差社会、ネット社会、義援金騒動
42 中国という難問 石川好 2008.12. 有 ‐ ‐ ○ ‐ 外省人、農民工
43 中国ニセモノ社会事情 田中淳 2008.12. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
44 古代中国の虚像と実像 落合淳思 2009.01. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
45 なぜ中国は「毒食」を作り続けるのか 有本香 2009.02. 有 ‐ ‐ ○ ‐ 核施設
46 中国共産党「天皇工作」秘録 城山英巳 2009.08. 有 ‐ ○ ‐ ‐ 自衛隊受入可否
47 「中国問題」の核心 清水美和 2009.09. 有 ‐ ○ ‐ ‐ 普遍的価値論争、軍の対応、核施設
48 拝金社会主義中国 遠藤誉 2010.02. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
49 そうだったのか！中国 池上彰 2010.03. ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
50 中国経済の正体 門倉貴史 2010.04. 有 ○ ‐ ‐ ‐ 財政赤字、原発建設
四川大地震に関する内容分類

































注１） ここにいう「新書」とは、総ページ数が 200頁ほどのボリュームで書き下ろされた廉価 
本で、想定読者層が“一般向け”であるものを指すことにした。 
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第１３章 予防報道の課題抽出（３） 













































図-Ⅱ-13-4-①  「無常」記事の出現数推移（本数） 
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図-Ⅲ-15-3-①  「個別訓練タイムトライアル」実施時の様子 










           
図-Ⅲ-15-3-②  「動画カルテ」のスナップショット 






















































































































































10 2013.1.24. ＮＨＫ（ＴＶ） おはよう 日本 「 避難 カルテで 変 わる 防災意識 」  
2012.7.11. 毎日新聞 避難 カルテ ： 興津小 、 防災学習会 で 動画 を 発表   地域一体 
動画 カルテ ～ 寄 り 添 う 避難訓練 （ 連載 コラム ： 現代 のことば ） 
関西 ラジオワイド  「 南海 トラフの 巨大地震  「 新想定 」 と 向 き 合 うために 」  
こうち 情報 いちばん  「 興津小 、 津波個別避難訓練 」  
個別避難訓練 」 高知市 ・ 四万十町 の 試 み ： 高齢者誘導   児童 ら 率先 
ぼうさい 甲子園 :受賞校決 まる   県内 から 津波 ぼうさい 賞 に 興津小 
こうち 情報 いちばん  「 避難 カルテで 変 わる 防災意識 」 
ニューステラス 関西 「 避難 カルテで 変 わる 防災意識 」 
2012.8.21. 京都新聞 






年月日 メディア タ    イ    ト    ル 
2012.8.17. ＮＨＫ（ＴＶ） シンサイミライ 学校 「 僕 たちがつくる 『 ふるさとの 未来 』」  
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